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プレゼン会場 PA～PM/ Seminar Room PA - PMプレゼン会場 PA～PM/ Seminar Room PA - PM

商談スペース商談スペース

出展社
ラウンジ
出展社
ラウンジ

ラウンジラウンジ

エスカレーター
(アトリウム ↔ 西 4ホール )

Escalator ( Atrium ↔ West Hall 4 )

入場証出力カウンター入場証出力カウンター

VIPラウンジVIPラウンジ 発酵素材PV発酵素材PV

お茶PVお茶PV

アップサイクル素材PVアップサイクル素材PV

ペットのための
健康・機能性食品開発PV
ペットのための
健康・機能性食品開発PV

■記念セミナーは会議棟6階■記念セミナーは会議棟6階

西1ホール
West Hall 1

西2ホール
West Hall 2

西4ホール
West Hall 4

アトリウム
Atrium

事前来場登録での入場方法 食品開発展2026 フロアガイド

当日入場は登録・アンケート入力に大変時間がかかります。
事前登録&プリントアウトをお願いします。

※講座の内容、講師等はやむをえず変更になる場合もございますのでご了承ください。
※一度ご入金いただいた受講料は返金いたしかねますのでご了承ください。なおテキストのみの販売は致しておりません。食品開発展2026記念セミナープログラム 会場 :東京ビッグサイト会議棟  受付 :会議棟6F  申込締切：10月5日（月） ※講座の内容、講師等はやむをえず変更になる場合もございますのでご了承ください。

※一度ご入金いただいた受講料は返金いたしかねますのでご了承ください。　※表記受講料は税別です。 出展企業一覧 H  はHi　 F  はFiT　 S  はS-tec　 L  はLLj
アイウエオ順（2026年7月30日現在） 最新の出展社情報はホームページにてご確認ください。

〒101-0044 東京都千代田区鍛冶町1-8-3 インフォーマ マーケッツ ジャパン㈱内 ホームページで最新の出展企業情報がご覧になれます。→www.hijapan.info
TEL 03-5296-1017（直通）　 FAX 03-5296-1018　 E-mail: expo@hijapan.info食品開発展事務局

●お問い合わせは下記まで

企画 :主催 : インフォーマ マーケッツ ジャパン株式会社

食品の機能性・美味しさ・
安全性情報を一堂に！
10月14日水 15日木 16日金   10:00-17:00 東京ビッグサイト西1、2、4ホール&アトリウム ハ

ラ
ー
ル
市
場
展
望

ジャパンクオリティ・ジャパンフード・ジャパンサプリで狼煙を！
食品・健康食品もいよいよハラールビジネスの時代～官民含めバックアップ体制万全で輸出サポート～

通
し
1
0
0
0
0
円

10:10
▼
11:40

ジャパンサプリ、ジャパンフードをハラール活用で輸出・
進出の推進力に！～いまこそハラールが活きるとき～

（一社）ハラル・ジャパン協会 代表理事 ハラルビジネスプロデューサー　佐久間 朋宏

11:40
▼
12:30

2030年農林水産品輸出5兆円に向けてのハラール食品
市場への挑戦～農林水産省も本格的にバックアップ～

農林水産省 輸出・国際局 規制対策グループ 国際専門官　小山 実

日
本
人
の
栄
養
の
課
題

1
講
座
6
0
0
0
円（
通
し
1
0
0
0
0
円
）

13:30
▼
14:40

❶最新の栄養疫学研究から見る日本人の食生活の課題
東京大学 大学院 医学系研究科 公共健康医学専攻 社会予防疫学分野 助教　篠崎 奈々

日本人は何をどれだけ食べ、その食生活にはどんな特徴があるのか。本講演では最新の栄養疫
学研究をもとに、栄養素・食品・料理・食行動・フードリテラシーなど多角的視点から日本人
の食生活の実態と課題を解き明かす。

14:50
▼
16:00

❷日本人の食事摂取基準2025年版のポイントと
　栄養機能食品制度の改正～日本人の栄養摂取の課題

東邦大学 医学部 社会医学講座 予防医療学分野 教授　朝倉 敬子
日本人の食事摂取基準は、厚生労働省が策定する適切なエネルギー・栄養素摂取量に関するガ
イドラインで、5年に一度改定される。本講演では最新版のポイントと、それを踏まえた栄養素
等表示基準値の見直しなどについて紹介する。

抗
疲
労
・
抗
老
化

食
品
の
開
発

1
講
座
6
0
0
0
円

10:00
▼
11:10

抗疲労∞抗老化トータルリペアプロジェクトによる
抗疲労・抗老化食品開発へ

神戸大学 大学院 科学技術イノベーション研究科 特命教授／
Integrated Health Science（株） 代表取締役／（一社）日本疲労学会 理事長　渡辺 恭良

抗疲労と抗老化に共通しているコアメカニズム：抗酸化、抗炎症、修復エネルギー産生増進、オー
トファジー促進、AGEs減少、RAGEシグナル阻害、自律神経系活性回復などのマーカーを総合
的に評価し健康状態を可視化する新指標・健康関数により『トータルリペア』を目指すこれか
らの食品開発について解説する。

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
研
究
最
前
線

1
講
座
6
0
0
0
円（
通
し
2
0
0
0
0
円
）

11:20
▼
12:30

❶オートファジー研究の社会実装と
　アンチエイジングヒト試験

早稲田大学 人間科学学術院 教授／博士（医学）　原 太一
（株）AutoPhagyGO 代表取締役　石堂 美和子

オートファジー研究の最新知見と食品分野への応用可能性を概説する。あわせて、オートファ
ジー活性化を目指したヒト介入試験の成果を紹介し、健康寿命延伸に向けた機能性食品開発と
社会実装の展望を議論する。

13:10
▼
14:20

❷ジェロサイエンス研究における機能性食品開発
順天堂大学 大学院 医学研究科 食と生殖機能先端研究講座 特任教授　清水 孝彦

Hallmarks of Agingの提唱を基盤とした老化制御研究がヒトへ応用されるジェロサインエス
研究時代が到来している。本セミナーでは、食品成分を中心にアンチエイジング研究の最新動
向を紹介し、今後の展望について議論したい。

14:30
▼
15:40

❸老化細胞除去による老化制御の課題と
　食品成分への期待

順天堂大学 大学院 医学研究科 循環器内科学 教授　南野 徹
老化細胞は加齢関連疾患の重要な基盤病態として注目されている。本講演では老化細胞除去研究
の最新知見と課題を概説し、食品成分による老化制御の可能性と今後の展望について考察する。

15:50
▼
17:00

❹活性化されたミトコンドリアを維持して若返りを目指す
東京工科大学 教授　佐藤 拓己

ミトコンドリアの活性を高く維持することが、アンチエイジングの中心だ。食成分によってミ
トコンドリアを高く維持できれば、アンチエイジングに貢献する。本講演では活性化剤として
ケトン体、抑制剤として果糖を概説する。

フ
ェ
ム
ケ
ア
・
オ
ム
ケ
ア

1
講
座
6
0
0
0
円（
通
し
1
0
0
0
0
円
）

10:00
▼
11:10

❶男性の健康に影響をもたらす食品成分とは？
　~生成AI活用によるアプローチ~

千葉科学大学 大学院 薬学研究科 薬理学 准教授　片岡 智哉
男性ホルモンの健康への重要性は研究成果とともに年々増している。今回、人工知能（AI）を
用いた男性ホルモンに影響をもたらす食品成分についての調査と、各成分に関する論文を
PubMedを用いて調査した結果を提示する。

11:20
▼
12:30

❷女性の健康を理解する
　― ライフステージと性差の視点から ―

国立成育医療研究センター 女性の健康総合センター センター長　小宮 ひろみ
女性の健康は、ライフステージや性差に応じて変化し、求められる健康支援も異なる。本講演では、女
性の健康を科学的に理解し、食品開発の研究・開発に活かすための視点と今後の可能性を紹介する。

食
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

1
講
座
6
0
0
0
円（
通
し
1
0
0
0
0
円
）

10:10
▼
11:20

❶食のグローバルトレンド2026に見るこれからの食品開発
（株）インテグレート 代表取締役CEO　藤田 康人

生活者の食と健康への関心が高まる中、グローバルヘルスケアトレンドは今どこに向かってい
るのか。海外展示会から見えた最新の潮流を紐解き、日本市場での食品開発の方向性と、生活者
への価値の伝え方を解説する。

11:30
▼
12:40

❷販促・マーケティングのための「伝わる価値」設計
　～感性をデータに、嗜好に科学を～

（株）味香り戦略研究所 COO 取締役副社長 兼 コンサルティング事業部長　早坂 浩史
感性価値を客観的にデータ化し、消費者の嗜好と結びつける。販促・マーケティングで本当に「伝
わる価値」をどう設計するか、感性データ（モノ）と嗜好（ヒト）の両面から具体的な手法を紹介する。

知
財
権
の
警
告
へ
の
対
処
法

第一部では弁理士が食品分野の知財権と訴訟リスクを、第二部では弁護士が特許訴訟リスクを低減するた
めの実践的対応を解説。有事の明暗を分ける知識を、二部一貫で習得できる実務型セミナー。「備え」と「初
動」が企業を守る。

通
し
1
0
0
0
0
円

13:40
▼
16:10

「知らなかった」では済まされない
ー食品企業のための知財権と訴訟リスクへの対応

ナビジョン国際特許事務所 代表弁理士　石川 克司、顧問弁理士　春名 真徳

日々の備えと有事の初動が明暗を分けるー特許訴訟の
リスクを低減するための予防対策と初動対応の実務

弁護士法人HIRAKU 代表・社員弁護士　三品 明生

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
着
目
し
た

食
品
機
能
研
究

E
P
デ
ー
タ
ウ
ィ
ー
ブ
セ
ミ
ナ
ー

発達から加齢までを捉える多様な生体指標と統計解析の進め方について解説

通
し
1
2
0
0
0
円

13:00
▼
14:00

小児の健康食品へのハードル
イーピーエス（株）医療法人土屋小児病院 小児科 東京女子医科大学病院 小児科　鶴田 敏久

14:00
▼
14:50

生物学的年齢が示す老化制御の活路
～日本の食文化に眠る長寿の鍵～

（株）Rhelixa 代表取締役社長　仲木 竜

15:00
▼
16:00

口腔から始まる免疫戦略
～唾液lgAと食品が拓く粘膜免疫の未来～

神奈川歯科大学 病理・組織形態学講座 環境病理学分野 教授 　槻木 恵一

16:00
▼
17:00

食品機能研究における研究デザインと統計解析
東京大学大学院 医学系研究科 公共健康医学専攻 生物統計学分野 教授　松山 裕

10月15日（木）

招待状 過去最大規模で開催！

食品開発展はQRコードで来場者管理を行っております。
事前来場登録のうえ、必ず入場証をプリントアウトしてから会場に
お越しください。

ヘルス イングリディエンツ ジャパン
健康・機能性食品素材の展示会&会議
機能性食品素材 /天然原材料 /受託製造&試験

セーフティ &テクノロジー ジャパン
食品の安全性、品質向上を目指す技術展&会議
セーフティ・ハイジーン /パウダー・リキッド /
フードエコ /フードアナリシス /パッケージ・ラベル

フード・テイスト ジャパン
新しい味・香り・テクスチャー・色のソリューションが一堂に！
“食品の”美味しさを追求する展示会&会議
食品添加物 /天然原材料 /評価 /製造 /包装

フードロングライフ ジャパン
フードロス削減のためのロングライフ化技術展&会議
日持向上素材 /包装・容器 /製造技術

進
展
す
る
腸
内
細
菌
研
究
と

健
康

1
講
座
6
0
0
0
円（
通
し
1
0
0
0
0
円
）

13:30
▼
14:40

❶腸内細菌代謝物（ポストバイオティクス）研究の最新動向
京都大学 大学院 農学研究科 教授　小川 順

食事成分の腸内細菌代謝物「ポストバイオティクス」は、食品の潜在的健康増進機能を顕在化す
る機能分子である。腸内細菌叢の個人差がもたらす栄養状態の差異を補完するツールとしても
期待されるポストバイオティクスの最新研究動向を紹介する。

14:55
▼
16:05

❷次世代食品開発に向けた腸内細菌研究の最前線
　― 発酵性食物繊維と短鎖脂肪酸が拓く精密栄養学 ―

医薬基盤・健康・栄養研究所 副所長 ヘルスメディカル微生物研究センター長　國澤 純
発酵性食物繊維と腸内細菌が生み出す短鎖脂肪酸に着目し、その産生機構と個人差の理解に基
づく精密栄養学の最新動向を紹介する。さらに、健康価値の高い次世代食品開発への応用可能
性について解説する。

次
世
代
食
品
の
開
発

１
講
座
6
0
0
0
円（
通
し
1
0
0
0
0
円
）

10:00
▼
11:10

❶感覚栄養学による次世代機能性食品の開発
芝浦工業大学 教授／㈱感覚栄養学研究所 CTO　越阪部 奈緒美

感覚栄養学は、味覚や嗅覚等の感覚刺激が生理機能に及ぼす影響を解明する学問である。本講
演では、五感を介して代謝や自律神経を調節し、心身の健康を支える次世代機能性食品の開発
アプローチとその可能性を解説する。

11:20
▼
12:30

❷AI/DXニュートリションが拓く次世代食品開発
　― 個人の健康状態を読み解き、未来の食を設計する ―

東京大学 プラネタリーヘルス研究機構 特任教授　高橋 伸一郎
血中アミノ酸などの生体情報とAIを活用し、個人の健康状態に応じた次世代食品開発の可能性
を紹介する。

美
味
し
さ
の
開
発

1
講
座
6
0
0
0
円（
通
し
1
5
0
0
0
円
）

10:10
▼
11:20

❶AI時代の食感評価
　～食感ビッグデータの簡便取得とその応用～

東京電機大学 教授　武政 誠
食感は多様で評価が困難とされている。機器分析と官能評価結果のギャップが大きいことは評
価条件が全く異なるケースも多い。本講演では大量の計測を容易に実現し深層学習に基づき分
類や生成AIへの応用事例を紹介する。

11:30
▼
12:40

❷ヒト感覚メカニズムに基づく代替食品風味の設計・評価技術
� 静岡県立大学 食品栄養科学部 准教授　伊藤 圭祐
ヒト味覚・嗅覚受容体の応答評価技術とともに、代替食品の「らしさ」を客観的・定量的に評価
できる最新の風味解析AI技術を紹介する。人種や経験に依存せず、食品開発、品質管理、営業マー
ケティングなどへの応用が可能である。

13:40
▼
14:50

❸「おいしさ体験」を知財で守る
　― 特許・意匠・商標を束ねる知財権ミックス戦略

ナビジョン国際特許事務所 代表弁理士　石川 克司、顧問弁理士　春名 真徳
体験価値こそが、最も強い参入障壁になる。生ジョッキ缶・未来のレモンサワーを実例に、嗅覚・
味覚研究が生む感動体験を特許・意匠・商標の三位一体で独占する「知財権ミックス戦略」の
実践を解説する。

AI
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
よ
る

商
品
開
発
の
未
来

1
講
座
7
0
0
0
円

15:00
▼
16:20

食品開発は“個別最適”から“全体最適”へ
～市場・生活者理解とAIエージェントがつなぐ
　商品開発プロセスの未来～

（株）NTTデータ インダストリ統括本部 食品CPG 事業部 Senior Director　浅野 吉宏
（株）NTTデータビジネスシステムズ 第二ITソリューション部 統括グループマネージャー　中島 篤史

（株）インテージ データドリブン推進本部 デジタル戦略ユニット ビジネス企画室 室長　今井 康善
食品開発では、市場・生活者理解、商品企画、研究開発・具体化、実現性評価が部門ごとに分断
され、経験や勘に依存した判断や手戻りが生じやすい状況がある。本講演では、市場・生活者デー
タとAIエージェントを連携し、商品コンセプト創出から企画具体化・実現性評価までを一気通
貫でつなぐ商品開発プロセスの未来を紹介する。

食
品
の

事
故
防
止

1
講
座
6
0
0
0
円

10:10
▼
11:20

最近の食品リコール事例から学ぶ品質トラブル防止の実践
東京海洋大学 学術研究院 食品生産科学部門 教授　松本 隆志

最近の食品リコール事例と分析結果を基に、発生要因や傾向を整理する。製造工程だけでなく、
商品設計や原材料調達を含めたサプライチェーン全体の視点から、品質保証と品質トラブル防
止の実践策を解説する。

フ
ー
ド
ロ
ス
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1
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座
6
0
0
0
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通
し
1
5
0
0
0
円
）

11:30
▼
12:40

❶減塩、低糖下での期限延長のための日持向上剤・
　保存料の使い方

奥野製薬工業（株） 総合技術研究所 ライフソリューション領域　川田 仁志
近年、フードロス削減が課題となり、賞味・消費期限延長への取り組みがなされている。そこに
は「美味しさ」だけでなく、減塩などの「健康志向」が求められる。これらのニーズに対する、日
持向上剤・保存料の利用法を考察する。

13:40
▼
14:50

❷リスクベースの消費期限設定をどう進めるか
　― 第1歩として、チルド食品の主要ハザードの
　「増える条件・増えない条件」の理解 ―

東京海洋大学 名誉教授　木村 凡
2025年の期限表示ガイドライン改定とEUの考え方を踏まえ、従来の腐敗菌に加え、リステリア
やボツリヌス菌Ⅱ群等の病原菌ハザードを考慮した、リスクベースの消費期限設定を解説する。

15:05
▼
16:15

❸賞味期限延長に資する酸化制御：とくに脂質酸化制御を中心に
東北大学 大学院 農学研究科 研究科長・教授　仲川 清隆

脂質をはじめとする食品や生体成分の複雑な酸化情報の精緻化、そしてその理論に基づく制御
を研究ライフワークとして取り組んでいる。本講演では、食品の賞味期限延長等のための酸化
制御技術について紹介する。

❶ 食品開発展ホームページ（https://hijapan.info）より事前来場登録
締切：10月16日（金）12:00まで

❷ マイページからQRコード付き入場証（バッジ）をプリント
プリント設定：A4サイズ、カラー

❸ 必ず入場証（バッジ）を会場へ持参、 
会場入口にあるホルダーに入場証を入れる

❹ QRコードチェックを受け入場

❺ 食品開発展2026 展示会へ

事前来場登録

※9月初旬以降、会期に向けて徐々に機能が追加されます。AIを使って食品開発展をより楽しみましょう！

AI機能付きの出展社製品情報・
プレゼンテーション・小間位置などはこちら

◆ 関心や目的に合わせた出展製品やプレゼンを案内
AIが来場者の関心や目的に合わせた製品、出展社、プレゼンテーションを案内。
より深いエンゲージメントを実現します。

◆ 来場者それぞれに合った来場プラン提案
来場者の関心・目的に合わせた最適な来場プランをAIが提案。
効率的で満足度の高い展示会体験を提供します。

◆ 出展社のブース位置、プレゼンルームなど位置を案内
650社以上のブース、13のプレゼン会場、VIPルームなど、探している場所をマップで示します。

◆ 多言語AIコミュニケーション
複数言語対応で出展社情報、製品への質問などに応えます。

◆ 会場ではリアルタイムのセミナー情報を案内
当日の時間に合わせたプレゼンテーション、記念セミナーをAIが案内します。

AIチャットで展示会訪問をさらに充実！ぜひAIコンシェルジュをご活用ください

10月14日（水）10月14日（水） 10月16日（金）
A

B

C

D

E

F

J

I

G

M

L

K

N

H

H アークレイグループ　㈲からだサポート研究所
H アーケル・バイオマリン・ジャパン㈱
H ㈱RDサポート
S ㈱アイ・アール・システム
H ㈱ IHM
H IFFヘルスサイエンス 
F IMCDジャパン（同）
H ILS㈱
S ㈱アイエンス
S IoT mobile㈱
H アイブリッジ㈱
H ㈱アイメックRD
H ㈱あいや
L アイリス・ファインプロダクツ㈱
H 青葉化成㈱
H 秋田銘醸㈱
H ㈱秋田屋本店
H ㈱アクセライト
H AGRICULTURAL TECHNOLOGY 

RESEARCH INSTITUTE（ATRI）
H Agrocorp Processing Ltd.
H ㈱agribito
F アグロルーデンス㈱
F 旭化成㈱
S 旭化成㈱
H アサヒグループ食品㈱
S ㈱味香り戦略研究所
H アスク薬品㈱
H アスザックフーズ㈱
H ㈱アストリム
H アスパ・コーポレーション㈱
S アズワン㈱
H アダプトゲン製薬㈱
H ㈱アップウェル
H ANIDRO DO BRASIL EXTRACOES S.A
（Grupo Centroflora）

H アピ㈱
H アポプラスステーション㈱
H Amar Aquatic
F 天野エンザイム㈱
H ㈱アミノアップ
S ㈱アメニティ・テクノロジー
H 荒川化学工業㈱
S 有光工業㈱
H アリメント工業㈱
L ㈱AlgaleX
H ㈱アルコイリスカンパニー
H Algarithm Ingredients Inc.／Mara Corp.
H Government of Alberta
H ㈱アルファリンク
H アルプス薬品工業㈱
H ALB BRASIL PARTICIPACOES LTDA
H ㈱and to leap
S イーデーエム㈱
H ㈱ EPデータウィーブ
（旧㈱ EPメディエイト）

H 伊方サービス㈱
H 池田糖化工業㈱
H 池田薬草㈱
H ㈱イスコ
H イゾラ㈱
H 一丸ファルコス㈱
H 伊藤忠食糧㈱
F 伊那食品工業㈱
H 井上石灰工業㈱
F 今岡製菓㈱
H iMEAN
H 井村屋フーズ㈱
H ILDONG Bioscience Co., Ltd.
H イワキ㈱
H 岩瀬コスファ㈱
H 磐田化学工業㈱
F イングレディオン・ジャパン㈱
S インターサイエンスジャパン㈱
H INDUS BIOTECH LIMITED.
／OCTROLL INC.

H インデナジャパン㈱
H ヴァイスハルト・インターナショナル
H ㈱ヴァスコインターナショナル
H VITECH Co., Ltd.
H Wingsom Industries（Shanghai）Co., Ltd.
H Weihai Hanmi Biochem Co., Ltd. 
S ㈲ウエスト
H VEDAN BIOTECHNOLOGY CORPORATION
H ウェルネオシュガー㈱
H ㈱ヴォークス・トレーディング
S ウォーターズ アドバンスト ダイアグノスティクス
（旧：BDダイアグノスティック ソリューションズ）

F 魚沼醸造㈱
H ウキシマメディカル㈱
H 宇航人ジャパン㈱
H 占部大観堂製薬㈱
H ㈱AFC-HDアムスライフサイエンス
H AWファーム千歳㈱
H Hi-Q Marine Biotech International Ltd.
H エイチ・ホルスタイン㈱
H ㈱エイトウィル
H エイバイオマテリアルズ
H ACEバイオテクノロジー社
／和方医学研究所㈱

H ㈱エース・トレーディング
H APITech Inc.
H ㈱APAコーポレーション
H APD Foods India Pvt. Ltd.
H ㈱EXOSOME
H ECO FOODS INDUSTRIA E COMERCIO 

DE ALIMENTOS
H ㈱SNM
H SDFOOD Korea Gummy Manufacturer

H エステック㈱
H SBIアラプロモ㈱
H NMT BIOTECH Co., Ltd.
H ㈱N.C.T.コーポレーション
S ㈱NTTデータビジネスシステムズ
H NVP Healthcare Co., Ltd.
H Nfood Co., Ltd.
H ㈱エフアイコーポレイション
L エフジーエー・ラボラトリーズ㈱
H ㈱エフ・シーシー堀内
F ㈱FDJ
H ㈱MIS
H MN Propolis
H MCTA LIFE GLOBAL SDN BHD
H（同）エムティーシー
H MP五協フード&ケミカル㈱
H ERVATEIRA SAO MATEUS S.A.
H ㈱エル・エスコーポレーション
H Encapscifi Lifesciences Private Limited
H ANGEL YEAST CO., LTD. 
H 塩水港精糖㈱
H エンチーム㈱
F 王子薬用植物研究所㈱
H 大石化成㈱
H 大倉ケミテック㈱
H 大倉工業㈱
H 大阪ガスケミカル㈱
F 大阪ガスリキッド㈱
F OCI㈱
H オカヤス㈱
F 小川香料㈱
H ㈱オキス
L 奥野製薬工業㈱
H ㈱オムニカ
H 雄山㈱
F オリエンタル酵母工業㈱
H オリザ油化㈱
H オルガノフードテック㈱
H オルト㈱
H ㈱オルトメディコ
H 海佑商事㈱
H 佳秀工業㈱
F 角光化成㈱
H ㈱カネカ
H 金秀バイオ㈱
H 兼松ケミカル㈱
H ㈱金山商事
H 亀田製菓㈱
H Calanus AS
H Caltron Clays & Chemicals Pvt. Ltd.
S カワサキ機工㈱
H ㈱kannagara
H ㈱紀州ほそ川創薬
F キッコーマン食品㈱
S キッコーマンバイオケミファ㈱
H ㈱キティー
H ㈱きのした
H ㈱岐阜セラツク製造所
F ㈱キミカ
H キャタレント・ジャパン㈱
H ㈱CannaTech
H キューオーエル・ラボラトリーズ㈱
H 共同船舶㈱
H 吉良食品㈱
S ㈱クールセイバージャパン
S クオンクロップ㈱
H ㈱国太楼
H ㈱GLART
H グランビアジャパン㈱
H グリコ栄養食品㈱
H クリンクラウド㈱
H Great Motto International Trading
（BJ）Co., Ltd.

H GRAPE KING BIO LTD.
F ㈱黒金ファインズ
H ㈱ケイ・エス・オー
S ケイエルプラント㈱
H 恵遠ジャパン㈱
H KD FLASH CO., LTD.（愷達生醫有限公司）
F 月桂冠㈱
H ケミン・ジャパン㈱
S ケルバー・ジャパン㈱
H（一社）健康食品産業協議会
H 健康フーズ㈱
H ㈱げんてん本店
H ケンプリア㈱
H ㈱光英科学研究所
H ㈱皇漢薬品研究所
H ㈱公知貿易
F 合同酒精㈱
F 神戸化成㈱
H 甲陽ケミカル㈱
H ㈱光洋商会
H 興和㈱
H ㈱コーセーフーズ
L コービオンジャパン㈱
H Golden Omega S.A.
F ゴールデンケリーパテント香料㈱
H ㈱Golden Biotechnology Japan
H ㈱コサナ
H コスモ・バイオ㈱
H こだま食品㈱
H 小林香料㈱
S ㈱コマック
H ㈱コンゴ
H 金剛薬品㈱
H コンビ㈱
H ㈱サイキンソー
H 坂田製薬㈱

H サタケフードビジネス㈱
H Saskatchewan Trade and 

Export Partnership（STEP）
F 佐藤食品工業㈱
L ㈱サナス
H Sunnyroot Foods Ltd.
H ㈱サビンサジャパンコーポレーション
F サマック㈱
H Samyang Corporation
H サンエイ糖化㈱
H サンエフ㈱
H サンエフ㈱／マリンバイオプロセス
H ㈱三旺コーポレーション
F ㈱サン科学
H ㈱三協
H ㈱サンクト
H Sanzyme Biologics Private Limited
F 三晶㈱
H 三生医薬㈱
H ㈱サンシントレーディング
H サンスウィートグロワーズインコーポレイテッド
F サンダイヤ㈱
F ㈱サンフコ
H サンブライト㈱
F SUNPROD Srl（イタリア）
H SUNMED BIO CORP
S 三洋テクノス㈱
S 三洋貿易㈱
L 三洋ライフマテリアル㈱
F サンライフ㈱
H 三和商事㈱
S CIRSジャパン㈱
H ㈱シー・アクト
S CEM Japan㈱
H ㈱GSIクレオス
H CJジャパン㈱ バイオ事業部
H CPCC㈱
H ㈱CBD
H Jilin Baili Biotechnology Co.,Ltd.
F ㈱シールドラボ
H シェアシマ（ICS-net㈱）
S JNC㈱
H ㈱J-オイルミルズ
H JB AOXIN HEALTH㈱
H ㈱ジェヌインR&D
H ジェリータジャパン㈱
H シオノギヘルスケア㈱
H シキボウ㈱
H ㈱シクロケム
H（一財）四国産業・技術振興センター
H ㈱自然療法協會
H SINOCHEM HEALTH COMPANY LTD.
H ㈱SHIMA
H ㈱島田製薬
H 島貿易㈱
H Shaanxi Jiahe Phytochem Co., Ltd.
H Shaanxi Undersun Biomedtech Co., Ltd.
H Shaanxi Jiuyuan Biotechnology Co., Ltd.
H ㈱ジャパン・ティッシュエンジニアリング
H ジャパンハラルショーケース
H Schalk Mühle GmbH & CO KG
H Shaanxi Kingsci Biotechnology Co., Ltd.
H Shaanxi Huasen Shengbang 

Technology Co., Ltd.
H Jiangxi Hengding Biology Food Co., Ltd.
H Shanghai EGT Synbio Group Co., Ltd.
H Shanghai Unibio Lab Co., Ltd.
H Zhuhai Aitan Supply Chain 

Management Co., Ltd.
H Junqi（Shanghai）Import and 

Export Trading Co., Ltd.
F 翔鶴佳生技有限公司
F 昭和化学工業㈱／昭和商事㈱
H 昭和産業㈱
S ㈱食環境衛生研究所
S（一財）食品分析開発センター SUNATEC
H 白鳥製薬㈱
H Sylvestre Natural Ingredients
F 信越化学工業㈱
H Syngen Biotech Co, Ltd.
H SIMPSON BIOTECH CO., LTD.
H シンライ化成㈱
H ㈱新菱
S ㈱スギノマシン
H 鈴廣かまぼこ㈱
H ㈱StateArt
H スノーデン㈱
S スピンプライド㈱
H SprouTx㈱
S ㈱スマショク
H 住友化学㈱
H 炭プラスラボ㈱
L Smoke-i-freet
H 3H LABS
H スリープウェル㈱
H 西光エンジニアリング㈱
H ㈱セイシン企業
H ㈱誠心製薬
H ㈱生存環境科学研究所
H SEOKWANG F&B
H Zhejiang Jiangshan Bee Enterprise Co., Ltd.
H Zhejiang Skyherb Biotechnology Inc.
H Zhejiang Minghuang Natural Products 

Development Co., Ltd.
H セティ㈱
H GELATIN BRODNICA
H セルマーク・ジャパン㈱
L 全国農業協同組合連合会
F 仙波糖化工業㈱

H ㈱ゼンヤクノー
H ㈱総合医科学研究所
F 双日食料㈱
H ㈱ソーフンジャパン
H Sonic Biochem Extractions Private Limited
／松田産業㈱

F SOBOL㈱
H SOLARA LABORATORIES
H 第一工業製薬㈱
S ダイキン工業㈱
H ㈱タイショーテクノス
H ㈱ダイセル
H TAISAN Co., Ltd.
H 大連味思開生物技術有限公司
H Taiwan Chih Hui Agriculture 

Biotech Co., Ltd.
H ㈲高島産業
F 高田香料㈱
H タカノ㈱
H 谷神日本㈱
F ㈱タバタ
H タマ生化学㈱
H 田村薬品工業㈱
H タンポポ産業㈱
H Tiba Starch & Glucose Manufacturing CO.
H チハヤ㈱
H China Chamber of Commerce for Import & 

Export of Medicines & Health Products
H Changsha Vigorous-tech Co., Ltd.
H ㈱中性脂肪研究所
H Qingdao Ahead Technology Co., Ltd.
H QINGDAO ANZEN TRADING CO., LTD.
H QINGHAI XINKAI INDUSTRIAL CO., LTD
H 月星食品㈱
H 辻製油㈱
H 築野食品工業㈱
H DHA・EPA協議会
H ㈱DHQ
H ㈱ティーエストレーディング
H ㈱DMA
H DKSHジャパン㈱
H TCM BIOTECH INTERNATIONAL Corp.
L ㈱ティーフォース
F（同）DigSense
H ディグル㈱
H 帝人㈱
H ㈲デイズ
H DRISE（同）
S ㈱テクノスルガ・ラボ
H 大象ジャパン㈱
H ㈱TESホールディングス
S Tebiki㈱
S ㈱デリコ
H ㈱テルヴィス
H トイメディカル㈱
H 東亜化成㈱
H 東栄新薬㈱
H ㈱東輝
S（一財）東京顕微鏡院
S ㈱同仁グローカル
H DUHANBIO
H 東洋酵素化学㈱
H 東洋サイエンス㈱
H ㈱東洋新薬
F ㈱東洋発酵
H ㈱常磐植物化学研究所
H ㈱德
H Toshio Biomed Co., Ltd.
L（地独）鳥取県産業技術センター
S ㈱トミー精工
H 富田製薬㈱
H 巴工業㈱
S 富山産業㈱
H トヨタ自動車㈱
H トヨタマ健康食品㈱
H 豊玉香料㈱
H ㈱トランスジェニック
S ㈱トリニティーラボ
H ㈱トレードピア
H TOWA CORPORATION㈱
H Dongxiao Biotechnology Co., Ltd.
H ㈱トンボ飲料
H ナガセフードソリューションズ㈱／長瀬産業㈱
H 長田産業㈱
H 中日本カプセル㈱
H 中野BC㈱
H ナタック社
H Natural Field Co., Ltd.
H Natural Remedies Pvt. Ltd.
H ㈱ナノサプリ
H 弁理士法人ナビジョン国際特許事務所
H ㈱南山園
H ニチニチ製薬㈱
F 日仏商事㈱
H ニチモウバイオティックス㈱
H 日油㈱
H ㈱ニチレイフーズ
H 日華フーズ㈱
H 日興薬品工業㈱
S ニッコーグラビア印刷㈱
H 日捷㈱
H 日清オイリオグループ㈱
H 日成共益㈱
H 日成興産㈱
H 日生バイオ㈱
H ㈱ニッピ
H ㈱ニップン
H NPO法人日本アジアハラール協会
H 日本アドバンストアグリ㈱

H（一社）日本オートファジーコンソーシアム
S 日本環境科学研究所
S（公社）日本技術士会登録グループ
「食品技術士センター」

H（公財）日本健康・栄養食品協会
H（一社）日本最適化栄養食協会
S 日本施設㈱
H 日本食品化工㈱
S（一財）日本食品分析センター
H（一社）日本植物蛋白食品協会
S ㈱日本製鋼所
F 日本製紙㈱
H ㈱日本生物．科学研究所
H 日本総合医療製薬㈱
H 日本第一珪素㈱
H 日本タブレット㈱
S（公財）日本適合性認定協会
H ㈱日本天然物研究所
H 日本糖尿食研㈱
H 日本バイオコン㈱
S 日本ハム㈱
H 日本バルク薬品㈱
H 日本ビオファック㈱
H 日本ピュアフード㈱
H 日本ベルム㈱
S 日本防犯カメラ㈱
H ㈱日本薬業
H 日本薬品㈱
L ニューガイアエナジー㈱
H NEWTREE Co., Ltd.
H ㈱ニュートリション・アクト
H 寧波緑之健薬業有限公司
H Ningbo Vitax Biotech Co., Ltd.
H NatureLab North America
H ネキシラ㈱
H Nexus Wise Sdn Bhd
H NECTAR FARMACEUTICA LTDA
H ネクチウム・ファーマ社
F ネスレ日本㈱
H Northern Nutraceuticals Inc.
S（国研）農業・食品産業技術総合研究機構 
食品研究部門

F ㈱野村事務所
H 野村貿易㈱
H PERCHERON BIOCEUTICAL CO., LTD.
H バイオアクティブズジャパン㈱
H バイオコープ・ジャパン㈱
H バイオジェニック㈱
H ㈱バイオジェノミクス
H バイオトロピクス社
H BioVivo Science
H バイオリジナルアジア㈱
H ハイドロックス㈱
H バイホロン㈱
F ハウスギャバン㈱
H 保齢宝生物㈱
F 伯方塩業㈱
H 萩原㈱
H ㈱白松
F ㈱八旗農園
F ハナマルキ㈱
H 浜理PFST㈱
H 浜理薬品栄養科学㈱
H 林兼産業㈱
H Ballantyne Foods Pty Ltd.
H パワフル健康食品㈱
H Hangzhou Healsun Biotech Co., Ltd.
H Hangzhou Botanical Technology Co., Ltd.
H ㈱ハンズトレーディング
H 泛成生物㈱
H Banpong Tapioca（Thailand）
H VIANOLEO, S,L,
H ㈱ピー ･エイ･アイ･ジャパン
H ビーエイチエヌ㈱
H PFx Biotech
S ビーエルテック㈱
H BK Bio
H BGG Japan㈱
H BC Blueberry Council
H Bフードサイエンス㈱
H BIOMED INGREDIENTS PVT LTD
H 備前化成㈱
H Vitablend Asia Pacific Pte. Ltd.
H ㈱百年生物化学研究所
H Hubei Reborn Biotech Co., Ltd.
H ㈱ヒューマR&D
H ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ㈱
F ㈱ファーメンステーション
H ファイトケミカルプロダクツ㈱
H ファイトネット社
H ㈱ファイン
H ファストインサイト㈱
H フィトファーマ㈱
H フィンツェルベルク社
F ㈱フードタッチ
S フード・フォラム・つくば
H 福田龍㈱
H 富士化学工業㈱
H 富士カプセル㈱
H 不二製油㈱
S 富士通㈱
H フジッコ㈱
H フジ日本㈱
S フジモリ産業㈱
H 扶桑化学工業㈱
F プタシンスキ農園
H ㈱二葉フードソリューションズ
H フタムラ化学㈱
H FrieslandCampina AMEA Pte Ltd

H ㈱フリーマンニュートラグループ
H Prispex S.L.／ユゲン㈱
H Bloomage Biotechnology Corp. Ltd.
H ㈱ふる里食効研究所
L フロイント産業㈱
S ㈱プロテックス
H フロンティアフーズ㈱
H ㈱FRONTEO
H ㈱ベイコスメティックス
H（一社）ペットフード協会
H VIETNAM DAIRY PRODUCTS 

JOINT STOCK COMPANY
H ㈱ペリカン
H ㈱ヘルスケアシステムズ
H ㈱宝仙堂
H ボーソー油脂㈱
H ホーファーリサーチ社
H（公財）北海道科学技術総合振興センター
H 北海道糖業㈱
H 北海道マリンイノベーション㈱
H ㈱ホルス
H ㈱ボンアーム
H 本田技研工業㈱
H Bontac Bio-Engineering（Shenzhen）Co., Ltd.
H マイクロフーズジャパン㈱
H ㈱マエダ・スーパー・テクノ
H ㈱マクロミルケアネット
H 松谷化学工業㈱
H ㈱マツモト交商
H Manipal Natural Pvt. Ltd.
H ㈱MARUEIグループ
H ㈱マルキヤ
H 丸共バイオフーズ㈱
H 丸啓鰹節㈱
H マルサンアイ㈱
H 丸善製薬㈱
F 丸善薬品産業㈱
H 丸大食品㈱
H Multitech Foods Manufacturing Co., Ltd.
H 弁護士法人 丸の内ソレイユ法律事務所
H ㈱マルハチ村松
H みたけ食品工業㈱
F 三谷産業㈱
H 三井不動産㈱
H 三菱ガス化学㈱
F 三菱ケミカル㈱
H 三菱商事ライフサイエンス㈱
H ミテジマ化学㈱
F ミヨシ油脂㈱
H ㈱Mintel Japan
S 武蔵エンジニアリング㈱
H 室戸海洋深層水㈱
H ㈱明治フードマテリア
H メイプロインダストリーズ㈱
S メータージャパン㈱
H ㈱メタジェン
H メディエンス㈱
H MEDIOGEN
S メトラー・トレド㈱
S メリューニュートリサイエンシズジャパン㈱
F メロディアン㈱
H 森下仁丹㈱
H 森永製菓㈱
S ㈱森永生科学研究所
H 森永乳業㈱
S ㈱森本組
H Molecules Biolabs
H 焼津水産化学工業㈱
H ヤクルト薬品工業㈱
H ㈱八代
H（地独）山口県産業技術センター
S（公財）山口県予防保健協会 
食品環境検査センター

H ヤマサ醤油㈱
F ㈱山電
H ヤマモリ㈱
H 煙台双塔食品股分有限公司
H 有機合成薬品工業㈱
H ㈱ユーグレナ
H 雪国アグリ㈱
F 柚香谷（日本）㈱
H ㈱ユニアル
S ㈱ユニオンシンク
H ユニキス㈱
H ユニテックフーズ㈱
H 陽進堂ホールディングス㈱
H 横浜油脂工業㈱
F 横山香料㈱
H 横山食品㈱
H 楽天インサイト㈱
H ㈱ラティーナ
S リーガルテック㈱
H Readline Biotech
H 理研ビタミン㈱
H ㈱リコム
H ㈱リナイス
H リバソン㈱
H ㈱龍泉堂
H リンクフード㈱
H Root & Stem Future 

Biotechnology Co., Ltd.
H LEN FA MEDICAL 

SUPPLIES（M）SDN BHD
H ROI GREEN INTERNATIONAL LIMITED
H ㈱ロベルテ
H ロンザ㈱
H ㈱ワールドワイド・アイピー・
コンサルティングジャパン

H ㈱和環


